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いくことです．いわゆる“分析手法”の前段
が，これに相当するか，この作業を支援するは
ずです．
　さらに，エラー時の振る舞いについても記述
しますが，ここで手を抜かないことです．各種
の分析手法は，エラー時の振る舞いについて
は，当初は扱わない傾向があります．しかしな
がら，エラーによっては，正常処理のデータ構
造に影響を与えることがあります．
　要求仕様の場合は，この外に「品質的な要
求」や「開発手順などの要求」も具体的に明記
します．このとき重要なことは，仕様としては
検証が可能な表現であることです．こうして，
まとめられた要求仕様をレビュー（ウォークス
ルー）することになりますが，これらの一連の
作業は，だいたい同じパターンです．

　　新規と変更での要求仕様の表現

　もう一つ注意しなければいけないことは，新
規の仕様と変更の仕様の表現です．「設計書」
というのは，その後の「実装」作業を説明する
もので，その「仕様」を「どうのようにして実
現するか」を記述したものです．従って，「変
更」の場合も，その仕様を実現するために「ど
こをどのように変更するか」の記述が必要にな
ります．
　一方、「要求仕様」は，そのような設計行為
をイメージさせるものであるべきです．同じ
「要求」でも，それを実現する方法として，新
規に開発するのか，既存のシステムを修正して
開発するのかという方針が決まることで，要求
仕様の表現が変わるのです．ここで，表現を切
り替えておかないと，設計工程以降が実際の作
業（行為）と一致しないことになります．多く
の開発現場での間違いは，変更作業であるにも
関らず，新規の場合と同じ要求仕様を書いてい
ることです．

　　　ＣＭＭを成功に導くステップ

　この原理３８の鉄則は，ＣＭＭに取り組む際
にもクリアしていかなければならない最大級の
テーマです．ここを避けて，ＣＭＭの階段は登
れません．たとえ要求仕様が５００ページに成
ろうと，それが求められている以上，避けて通
ることはできません．せいぜい，仕様の細かさ
などの書き方の工夫や，採用するライフサイク
ルによって，まとめる単位が異なる余地がある
ぐらいです．
　　　　　　　　　◆
　優れたプログラミング能力も，いいかげんな
要求仕様をカバーすることはできません．ソフ
トウェアの開発組織は，早くこのことに気づく
べきです．今後、ＣＰＵやメモリの性能が飛躍
的に向上します．そこで求められる機能や性能
や品質，さらにはタイムリー性も、今のままで
は実現しなくなります．「今の要求仕様」でそ
のような状況に対応できますか？
　　　　　　　　　（次号に続く）
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計」に入るためには，ある程度の細かな「仕
様」が必要ですが，それが「設計工程」で書か
れているということです．
　そこで行われている行為が設計行為でない証
拠として，この段階になって，「仕様上の詰
め」が顧客との間で行われていることです．エ
ラー時の振る舞いも，この段階で問題になるこ
とが多いはずです．勿論，適切な要求分析が行
われても，この段階まで仕様上の問題が見過ご
されるようなケースも考えられますが，現実
は，そのような程度のものではありません．
　そして当然ですが，この結果として「設計
書」が存在しないことになります．設計書とい
うのは，「仕様」をどのようにして実現するか
という観点から書かれたもので，それが適切に
書かれているならば，あとは実装作業は一気に
進むはずです．

　　　　　仕様変更の主要原因

　こうして，実装工程（設計作業を含む）に
入ってから，仕様が具体化され，要求に隠れた
問題や，既に設計方法を決めた部分（実装も済
んでいる？）との矛盾などが表面化します．納
期が迫っていることもあって，今から，やり直
すこともできません．実は，仕様の変更の大部
分は，こうした状況の中から発生しているので
す．必ずしも顧客からの要請に起因するもので
はありません．要求分析工程が省かれたり，そ
こでのいい加減な作業のために，設計工程や実
装工程に入ったところで「仕様上の問題」が湧
きだしてくるのです．
　しかも既に実装工程に入っている状況での頻
繁な仕様の変更は，プログラムの品質を確実に
悪化させます．そのうえ作業者のモラルも低下
し，それがまたバグを埋め込むことに貢献？す
るのです．

     　　　　分析アプローチの形式化

　設計工程と比べて，「要求分析工程」での作
業の方を形式化することは容易です．以下，分
かりやすいように「機能分析」に的を絞って説
明します．まず製品の機能をいくつかのカテゴ
リに分けます．これは同じような製品であれば
何度も使えます．次に，各カテゴリ内での振る
舞いを記述します．これは（システムへの）入
力とそれに対する出力（反応）を明らかにして

　　―　解　　説　――　解　　説　――　解　　説　――　解　　説　――　解　　説　―

　ソフトウェア開発にまつわるほとんど全ての
問題は，ここから発していると言っても過言で
はありません．作業が最初から遅れ始めるの
も，あふれるバグの処理に大きな時間と費用が
かかるのも，終盤になって顧客との間で起きる
仕様上のトラブルも，結局は，最初の要求分析
工程での，いい加減な分析に始まっているので
す．
　原理３８は「いい加減な要求仕様から・・」
という表現をしていますが，時には「要求仕
様」自体が存在しないこともあります．せいぜ
い，そこにあるのは「製品仕様」であって，そ
れは要求仕様の代りにはなりません．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要求分析工程って？

　このようないい加減な要求仕様になる原因
は，要求分析工程での作業が理解されていない
ことにあります．２０１の鉄則では，『要求分
析とは，（１）解決を必要とする問題につい
て，それを引き出したり学んだりすること，及
び（２）問題解決のために，システムの外部の
（ブラックボックスとしての）振る舞いを規定
すること，を含む一連の活動である．要求分析
の最終的な成果物は，要求仕様書である』と書
かれています．
　「振る舞いを規定する」ということは，その
システムが求められている仕様として，どのよ
うな入力に対して，どのような出力（振る舞
い）をすればいいのかを，詳細に（具体的に）
定めていくことで，その過程で，別に対応を必
要とする問題（懸案事項など）を発見し，早期
に必要な事前調査などを行って，適切な「振る
舞いの集合」に変換していくことになります．
そうして最終成果物としての「要求仕様」が生
み出されるのです．

　　　　　　　　　　　　　　　要求仕様に化けた「設計書」

　多くの現場では，要求分析工程は曖昧なのに
対して，設計工程は必ず存在しています．しか
しながら，設計工程の成果物を見てみると，
「設計書」というよりも「要求仕様書」に“近
いもの”が書かれていることがしばしばです．
　これは，省かれた要求分析工程が必然的に設
計工程でカバーされているのと、実際に「設

　いいかげんなコスト見積りの原因の上位５項目は，すべての要求プロセスに関係している．
１．頻繁な要求仕様の変更
２．要求項目の欠落
３．不十分なユーザーとのコミュニケーション
４．質の悪い要求仕様
５．不十分な分析
　不正確な要求仕様によるリスクを減らすためにプロトタイピングを使え．変更を制御するため
に構成管理を使え．将来のリリースのために新たに要求仕様を作る計画を立てよ．要求分析と要
求仕様のために，より形式的なアプローチを利用せよ．
（２０１の鉄則：原理３８＜一般原理＝要求分析の原理＝いいかげんな要求仕様からはいいかげ
んなコスト見積りしかできない＞）

　ついに日産自動車がルノーの資本を受け入
れました．戦後５０年，日本は大きな曲がり
角にさしかかっています．これまでの方法や
やり方，制度，価値観などが通用しなくなっ
ていきます．これは時代の流れであり，むし
ろ歓迎すべきです．時代の変化に合わせて，
私たちにも変化が求められているのです．
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が
あ
っ
た
。

も
っ
と
い
え
ば
、
ど
の
会
社
に
属
し
て
い

ス
マ
イ
ル
ズ
の

『
自
助
論
（
セ
ル

フ
・
ヘ
ル
プ
）
』

は
、
非
常
に
分
か

り
や

す
く
示
唆
に
富
ん
だ
本
で
、

私
自
身
、
時
々
書
庫
か
ら
引

き
だ
し
て
、
自
分
の
位
置
を

確
認
す
る
つ
も
り
で
読
ん
で

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
ジ
ャ

イ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
役
目
を
果

た
し
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
私
の
説
明
に

対
し
て
飲
み
込
み
の
早
い
人
も
い
れ
ば
、

遅
い
人
も
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
説

明
の
拙
さ
も
原
因
し
て
い
る
の
で
す
が
、

や
は
り
進
み
方
の
遅
い
人
が
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
個
性
」
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
で
す
。
こ
こ

で
大
事
な
こ
と
は
、
そ
う
い
う
人
は
、
自

分
は
カ
メ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と

で
す
。
カ
メ
な
ら
カ
メ
な
り
の
や
り
方
が

あ
り
ま
す
。
間
違
っ
て
も
ウ
サ
ギ
の
ま
ね

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
倦
む
こ
と
な
く
コ

ツ
コ
ツ
と
自
分
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
取
り

「
お
父
さ
ん
の
お
仕
事
は
？
」
「
あ
の
ね
、
会
社
員
」

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
一
場
面
で
あ
る
。

国
政
調
査
の
職
業
欄
に
も
「
会
社
員
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
、
そ
の
人
の
職
業
と
し
て
「
会
社
員
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
胸
の
バ
ッ
チ
が
そ

れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
「
会
社
員
」
と
い
う

平
等
的
な
所
属
意
識
が
、
戦
後
の
復
興
を
支

え
て
き
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。

A
A

A
A

A
A

A
A

会
社
に
身
を
預
け
る

会
社
に
身
を
預
け
る

会
社
に
身
を
預
け
る

会
社
に
身
を
預
け
る

会
社
に
身
を
預
け
る

　
こ
れ
ま
で
、
仕
事
は
、
そ
の
会
社
に
入
っ

て
か
ら
覚
え
る
の
だ
か
ら
、
採
用
す
る
際
に

は
何
が
で
き
る
か
で
は
な
く
、
「
真
っ
白
」

で
素
直
で
勤
勉
で
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
入
社

後
は
、
ま
ず
「
共
同
体
」
の
構
成
員
と
し
て

の
意
識
を
植
え
付
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
自
身
は
、
全
面
的
に
悪
い
と
い
う
訳
で

は
な
い
が
、
問
題
は
、
そ
の
後
の
「
配
属
」

が
、
ほ
と
ん
ど
一
方
的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間
か
ら
「
会
社
員
」
が

始
ま
る
。
人
事
担
当
も
、
「
動
か
す
こ
と
」

が
仕
事
と
心
得
て
い
た
か
ら
、
一
部
の
職
を

除
い
て
、
五
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
別
の
仕

事
に
回
さ
れ
、
そ
こ
で
改
め
て
新
し
い
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
高
度
な
技
術
を
身
に
着
け
る

こ
と
な
く
、
い
く
つ
か
の
仕
事
を
転
々
と
す

る
こ
と
に
な
る
。
本
人
も
大
き
な
会
社
の

「
一
員
」
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
う
し
て
最
後
ま
で
「
会
社
員
」
と
し

て
勤
め
る
こ
と
に
別
段
抵
抗
を
感
じ
る
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
自
分
か
ら
求
め
な
く
て

音音音音音音音

「
歩
み
の
の
ろ
い
カ
メ
で
も
、
正
し
い
道
さ

え
通
れ
ば
、
ま
ち
が
っ
た
道
を
行
く
競
争
相

手
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
熱
心

に
努
力
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
進
歩
が
遅
く
と

も
気
に
病
む
必
要
は
な
い
」

　
　
　
　
（
サ
ミ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
）

組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で
す
。
自
分
の
仕

事
が
効
率
良
く
捗
っ
て
い
れ
ば
、
社
会
に

役
に
立
つ
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
「
正
し
い

道
」
で
あ
り
、
そ
の
方
向
に
熱
心
に
取
り

組
め
ば
い
い
の
で
す
。

一
月
経
っ
て
、
確
実
に
何

か
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
一
年
で
十
二

も
の
「
で
き
る
こ
と
」
が

手
に
入
っ
て
い
る
の
で

す
。
五
年
経
て
ば
、
そ
れ

が
六
○
に
増
え
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
頃
に
は
「
相

乗
効
果
」
も
で
て
き
ま
す
の
で
、
も
っ
と

増
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
、

「
積
立
預
金
」
の
利
息
み
た
い
な
も
の
で

す
。
ゴ
ー
ル
は
ず
っ
と
先
で
す
。

今今今今
月月月月
のののの    

一一一一
言言言言

会会会会社社社社員員員員？？？？


